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A field survey was carried out on Codonopsis lancaolata Trautv. in the mountainous 

areas in J apan and Korea concerning its traditional use， familarity and its quality as food. 

Chinese， Koreans and J apanese people have utilized it as a vegetable or a traditional drug. 

Korean people， especially， have made great efforts to domesticate the wild plant as a 

vegetable， and utilize it as a medicine and feedstuff to livestock. 

A field trial was carried out to examine the effect of organic matter application to soil 

on its yield and quality as food. Barnyard manure or manure from tree litter was applied 

at the rate of 0， 0.5， 1， 1.5 and 2t/a. The plants were not infected by diseases although no 

insecticide or fungicide had been applied. The yield and the content of dl-α-tocopherol 

were highly correlated with the ratio of total carbon to total nitrogen in soil (C/N ratio) . 

When the C/N ratio increased， the yield decreased and the content of dl-α-tocopherol 

increased. The simpler plant nutritive model between the C/N ratio in soil and the yield 

of dl-α-tocopherol was proposed. 

Neithr the water nor ethanol soluble fraction from the fresh root induced NBT 

reduction activity of human promyelocytic leukemia cell line HL60 nor did they activate 

neutrophils. They also did not inhibit melanine synthesis of mouse melanoma cellline B16. 

The dl-α-tocopherol content in the dried root was about 10 mg/100 g. The root of C. 

lanceolata was suggested to have a stronger antioxidation activity than other common 

vegetables. 

Key words:α-tocopherol， B16， Codonopsis lancaolata， HL60， organic 

matter， soil， traditional drug， vegetable. 
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1. はじめに

近年，人工的な化学物質に汚染された食生活に

対する不安がしだいにひろがりつつある。これら

の汚染の大きな原因の一つは作物の生産から消費

されるまでの過程で多量に使用される農薬と考え

られる。化学物質過敏症やアレルギーや癌の増加

が市民の身近なこととして感じられ，さらに内分

泌撹乱物質が新しい毒性概念として指摘がなされ

るに到り，食品の品質の問題点はますます明確に

なってきたり1，24)。たいせつな問題は安全性であ

り，また極めて緊急性が高く，品質に対する要求

はもはや「賛沢な」要求ではないと言える O

この問題の緊急性と複雑さを考えると，汚染物

質と食生活の安全性と環境の関係の詳細な証明を

待つ前に，人工的な化学物質による危険性の無い

食品の選定と生産方法を模索すること，さらにも

う一歩踏み込んで、癌などの危険性を回避する生理

活性を持った食品を求めることが問題解決のため

にいっそう重要になっていると考えられる。

この観点に立って農作物を見ると，多くの農薬

の使用を前提に栽培・流通しているそ菜や果樹類

に特に問題があることに気付く。しかしながら，

安全性を追及するからといって莫大なエネルギー

を消費する植物工場では資源の浪費という別の問

題が発生するため，何の問題解決にもならない。

このことを考えると，特に消費量の多いそ菜類で

は多様な有用野生植物を巧みに利用するという野

菜の原点に戻った研究の方向性が必要でトあると考

えた。そこで，ここでは無農薬・無化学肥料で栽

注: トドについて。

培されている強靭な野生植物で，生理活性がある

と考えられる有用植物に焦点をあてることにした。

日本中部山間地帯で利用されているトドはそのよ

うな有用野生植物の一つで、ある。

この植物は，日本に自生するにもかかわらずほ

とんど利用されず，これまで山間地帯の人々やア

イヌ民族などにより稀少な山菜もしくは生薬とし

て利用されてきたものである 1，2，5，7，9)。和名はツル

ニンジン，学名は Codonopsis lanceolata CSieb. 

et Zucc.) Trautv.で，キキョウ科のつる性の多

年生草本である 4) C写真 1，2)。しかしながら，

国外に目を転じると，韓国，中国，日本などの日

本海をとりまく諸民族によって古くから生薬や野

菜として利用され，重視されてきた有用野生植物

であることがわかる川5-18，20)。有名な漢薬であ

る「党参J10，15川と同属の近縁種であり，化学

分類学的にも近い25)。その独特の香り 12)とシャ

キシャキした食感は他には無いために高級野菜

であるだけでなく，近年抗酸化作用が極めて高

いことが指摘され13)，韓国では抗癌作用のある

健康食品として再認識されるようになってきた

日阪大学 Dr.C.-H. P"rk抑制的。しかしながら， 日本では分布

がまばらであることと知名度が低いこともあって，

利用，栽培環境との関係，生理活性などほとんど

知見が無い。

そこでこの研究では，ツルニンジンの伝統的利

用に関する知識が比較的良く残存しているわが国

の中部山岳地帯や朝鮮半島の山岳地帯の村落にお

いて， (1)その伝統的利用の実態を広範なフィール

ド調査によって明らかにする口そして， (2)栽培環

植物種名は図鑑などに記載されている「和名」を用いることが普通だが、これは植物学

者が圏内だけに通用する便宜的なものとしてつけたものである。この論文であえて地方名

(俗名)を用いたのは、その植物に対する民族植物学 (Ethnobotany)的知識を重視すると

いう立場に立ったためである。
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写真 1 Codonotsis lanceolata CSieb. et Zucc.) Trautv. 

(左:花，右:根[1年ものJ)

写真 2 C. lanceolafaのツルと根(長野県長谷村)

境，特に土壌有機物が生育と抗酸化性を持つビタ

ミン E含有量に及ぼす影響を調べ，さらに(3)生

理活性 (invitJ。による白血病分化誘導活性，好

中球活性化作用，メラニン合成抑制作用)の調査

を行う。これらを通じて，有用野生植物トドの伝

統的利用と抗癌腫作用を明らかにしようとするも

のである。

2. 方法

2.1 伝統的利用方法の調査

野生植物の利用に関する知識は狩猟採集時代か

らの多くの人々による試行錯誤によってもたらさ

れたものである。もちろん誤った知識も含まれて

いることはあろうが，人が自らの体を用いて zn

vzvo実験をしてきたも同然であり，体験を集約

した貴重な情報であることには変わりはない。そ
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こでここではそうした生活技術にかかわる民族知

識を人と他の生物の間の共進化の過程として重視

する立場に立ち8，19m，日本の中部山岳地帯に止

まらず広範にとらえようとした。ツルニンジンの

利用が最も活発な韓国において，北朝鮮との国境
カンウョrン1'-

地帯(江原道北部)の山間部から朝鮮半島南端

(慶尚南道)にかけて全体を踏査して栽培方法，

加工・利用方法，効能に関する聞き取りと成分分

析と種子を収集して比較する民族植物学的調査を

実施した。調査期間は1997年"-'1998年である。

2.2 耕地における有機物がツルニンジンの生

育と成分に及ぼす影響

野生植物は一般に化学肥料を与えると枯死しや

すく，病害が出やすいが，有用野生植物であるツ

ルニンジンも例にもれずそうした特性を持ってい

る。そこで，農薬を用いずに成分的にも優れた品

質にするには有機質肥料の量と質が特に重要と考

えられる。ここでは異質な2種類の有機質肥料を

用い，施用量を0，0.5， 1， 1， 2t/ aと変化させ

て実生から生育させ，生育，根部収量および根部

のビタミン E含有量に及ぼす影響を調べる植物

栄養学的な圃場実験を実施した。使用した有機物

はパーク堆肥(樹皮を粉砕したものに牛ふんを20

%混合して堆肥化したごく一般的な市販品)と腐

葉土(広葉樹の葉を堆肥化した市販品)である。

試験で用いた材料は栽培が盛んな韓国江原道寧越

(Y oung WeouI)の在来系統の種子である。試
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験場所は信州大学農学部試験圃場(標高740m)， 

試験区は 3反復の乱塊法で 1区当たりの個体数

は3個体とした。有機質肥料は約35cmまで鍬込

んだ。播種は1998年5月10日で本葉2枚展開まで

育苗し， 6月18日に園場に移植した。収量調査は

降霜後の11月10日に実施した。

土壌と各肥料の一般的な化学分析は植物栄養

学・土壌学の常法に従った(表 3参照)。植物体

の一般成分とデタージェント繊維の分析は800C48

時間通風乾燥の後に飼料分析の常法により行い，

dl-α-トコフエロールは新鮮物を用いて HPLCで

定量した。

2.3 生理活性作用の invitro検定

( 1 ) 白血病細胞分化誘導活性

癌化した細胞は種々の物質により増殖停止，分

化誘導およびアポトーシス現象により死滅するこ

とが知られている。ヒト白血病細胞株 HL60細

胞はこの細胞の分化誘導物質のスクリーニングに

有効であり，生薬や山菜に含まれる有効成分の探

索やヘ単離同定や抗癌剤の開発が試みられてい

る。そこで，ツルニンジンの根部にそのような作

用が見い出せるのか簡易検定を行った。材料は同

じく寧越の在来系統の 3年目の根部(生)である。

比較対照は明らかな活性が認められている 6)山菜

であるゼンマイ (Osumundajaponica Thunb.) 

の茎葉部とした。

使用した HL60細胞は財団法人発酵研究所の

IF050022細胞株である。細胞株の培養は， 370C， 

5%C02の存在下，10% fetal bovine serum (大

日本インキ)を含む RPMI1640培地で培養した。

植物体の抽出液の調整は生組織(lOg) を生理

食塩水，エタノール，あるいはメタノール中で、破

砕し， 30分放置後12000xgで20分間遠心分離し

てから 5A(アドパンテック東洋)でろ過した。

あらかじめ生理食塩水20μfを分注した96ウェ

ルプレート(住友ベークライト)の 1穴に同様の

抽出液を注入し，撹搾後，次の1穴に混合液を20

μf 注入してゆき希釈系列 (10~0.078%添加)を

作成した。このプレートに HL60細胞培養液80

〆(終濃度 5x 104cells/ml)を添加し72時間培

養を続けた。 72時間後，培養液に200ng/mlの

12・O-tetradecanoylphorbol13 acetate (TPA) 

を含む0.2%(W /V) nitroblue tetrazolium 

(NBT)溶液100μfを添加して，さらに30分間

反応後， NBT formazanが沈着している細胞の

陽性率を計測した。顕微鏡観察下で沈着した細胞

が10%以下の試料を陰性と評価した。ネガティブ

コントロールとしては，抽出液と方法にあわせて

生理食塩水，熱生理食塩水，エタノールを希釈し

てHL60とともに培養した。ポジティブコント

ロールとしては0_5μMall-trans-retinoic acid 

(和光純薬)を同条件で培養した。ネガティブコ

ントロールの陽性率は 2~7 %，ポジティブコン

トロールでは57~68%の細胞が陽性となった。

( 2 ) 好中球活性化作用の検定

HL60細胞をl.0μMのall-trans司retinoinacid 

で4日間処理し，好中球へと分化誘導し， 80μf 

(終濃度 5x 104cell/ml)をあらかじめ希釈系列

を作成しておいた試料に添加し， 30分反応後

NBT formazanが沈着している細胞の陽性率を

顕微鏡下で判定した。陽性率10%以上をと評価し

7こ。

( 3 ) メラニン合成活性化作用の検定

マウスメラノーマ細胞株 B16由来高メラニン

細胞株を限界希釈法により分離し， B16 10F7細

胞とし，既知の抑制物質アルブρチンなどで株のメ

ラニン合成能を確認後に試験を実施した。 B16

10F7細胞80μl(終濃度 2x 104cell/ml)を上記

の抽出液の希釈系列に添加して96時間培養した後，

メラニン合成が抑制されているか否かを顕微鏡下

で判定した。
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3. 結果と考察

3.1 伝統的利用方法

( 1 )呼称

わが国の中部山岳地帯を静岡県から新潟県にか

けて調査した。静岡県と長野県の境の下伊那郡南

信濃村ではツルニンジンと呼び (80才男性)，南

アルプスの山麓にある上伊那郡長谷村ではトド

(70才男性， 85才女性， 70才女性)，新潟県との境

の下水内郡栄村の信州秋山郷ではトド，ツルニン

ジン (65才男性)と呼ばれていた。またトゥドと

記述しても良いような発音である。トゥドゥッと

いうこれと似た呼び方については釜石での事例23)

がある。近縁種のパアソブ (Codonopsis ussuri-

ensis (Rupr. er Maxim.))に対してジイソブと

呼ばれることもある。トドの意味は不明である。

長野県上伊那郡長谷村では大正以前からトドと呼

ばれていたとのことである口それに対して秋山郷

では昭和初期に土木工事に来ていた韓民族の人が

それを盛んに採取して利用することから名前と利

用法が広がったとのことである。

韓国ではどの地域でも韓名を Deo-Deog(トド

ク)と言い，わが国の中部山岳地帯で、の呼び、名ト

ドとほとんど同じであった(表1)0 それにあて

はまる漢字は無いことから，韓民族独自の呼称

であることがうかがえる。また韓国では沙夢と

しても通用していた。ところが日本では沙夢は

同じキキョウ科-のツリガネニンジンを指しており，

中国でも漢薬「沙琴」はツリガネニンジン属

(Adenoρhom)の植物の根である 15，16)。ツリガ

ネニンジンはわが国の中部山岳地帯ではミヤマ

(キキョウ科のソバナの地方名)やアズキッパ

(マメ科のナンテンハギの地方名)と並んで最も

味の良い山菜トトキとして有名であるが、 9)ツル

ニンジンの地方名と類似しており錯綜していた。

漢民族や韓民族と日本とは古くから交流があるこ

と，それに加えてこのような有用な近縁種がいく

つか存在することにより，民族の間で呼称が混乱

してしまったと推察された。

( 2 ) 利用法

中部山間地域の村々を聞き取り調査して廻ると，

この種自体の分布がまばらなことからその利用に

関する知識を収集するには困難がともなった。そ

のような中でも，南アルフ。ス山麓の村々は野生植

物の利用に関する伝統的な知識が極めて豊富であ

ったため，そこで採集することができた九この

ような地域では60才以上の高齢者の場合はツルニ

ンジンのような種があることを知っている場合が

多かった。植物自体は強い香りがあってそれだけ

で植物の存在がわかるほどであるため，印象に残

るのである。

長谷村非持山(ひじゃま)地区の北原忠子さん

(84才)や北原順さんご夫婦 (70才位)による

と，子供のころ(昭和初期)はよく根を掘って生

表 1 ツルニンジンとツリガネニンジンの呼称

和名(学名)

民族による呼称本

韓

漢

日

〔中部地方〕

アイヌ“

ツルニンジン
(Codonoρsis lanceolata Trautv.) 

Deo-Deog CトドクJ.羊乳，沙夢

Dodok 

羊乳，四葉夢

ツルニンジン，ジイソブ

〔トド， トゥド，ツルニンジン〕

チルムム トペムク

民族による呼び名は代表的なもので，地方によって異名もある.

H 文献「アイヌと植物J.rアイヌ植物誌」による
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ツリガネニンジン
(Adenoρhora triphylla A. DC.) 

Jandae Cチャンデ〕

沙事

ツリガネニンジン，沙夢

〔トトキ， ミツツノ{J

ムケカシ
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で食べたそうである o rなにも無かったからおや

つがわりだった」とのことである。焼いたり味噌

をつけて食べる方法もあった。今では生食するの

でなく，根の大きなものを焼酎漬けにして毎日少

しず、つ飲んでいる(写真 3)。この利用方法は他

の家でも見られた。一方，韓国ではこの利用形態

は普通に見られた。なお日本の中部山間地帯の

人々のツルニンジンの食利用の部位と食べ方は韓

民族とアイヌ民族とも類似しており，焼酎漬けで

は特に韓民族と同様でトあることが特徴的であったo

さらに現在では地上部も地下の根部も柔らかいの

でテンプラにして食べることがありこれは韓国で、

も見い出された口

韓民族はこの植物を古くから貴重品として高い

価値を見い出しており11その利用のしかたも日

本より多様であった。江原道では昔から山や里に

生えており，採集して根部を食したとのことであ

るo この種のおかずは最高と認識されている。韓

民族は一般にその独特の香りを好み， トウガラシ

ミソ(コチュジャン)をつけて焼いて食べること

が多い。古くから宮廷料理などに用いられる高級

野菜として扱われていた。野生のものを大がかり

写真 3 焼酎漬けにして飲用する伝統的利用法
(長野県長谷村非持山)

に栽培するようになったのは戦後のことである。

また乾燥した根が生薬としても用いられており，

江原道の雪獄山(ソラクサン)周辺の薬草庖やソ

ウルの京東市場や全羅北道の錦山市場では乾燥品

と生の根が大量に販売されていた。漢薬の「党

参J(Wangら.， 1997)の主な原料となる近縁種

のトウジン (Codonopsistangshen Oliver) は韓

国でも流通していたが，ツルニンジンは明らかに

区別されており，健康野菜としての地位がキキョ

ウ(トラジ)の根以上に高いことがわかった。価

格は他の野菜やおかずに比べてかなり高価でトある

がm，栽培ものが出回るようになって江原道以外

でもごく普通にトドク料理を食べることができる

ようになってきた。

最近では焼酒漬けが高麗人参よりも癖が無いこ

とから人気が高い。別の利用方法としては丸薬や

エキスや粉末がある。粉末の製品を持ちかえって

一般成分，デタージェント繊維，および α・トコ

フエロール含量の分析をした結果が表 2である。

比較のために同じ種子を用い，韓国の圃場とほぼ

同様の堆肥量o.5t/aを与えて信州大学で栽培し

たl年ものの値を並記した。販売されている粉末

は粗繊維や粗蛋白が多く，他の糖類や αートコフ

エロール含量が低い傾向で、ある。同じ系統であっ

ても栽培地や栽培年数が異なることで大幅に品質

が変わることがわかる。なお 1年ものの根の乾

燥粉砕物はやや黄色みをおび，甘く香ばしい香り

と甘味がしたが 3年ものは白いが甘くなかった。

江原道寧越の生産組合で作られている丸薬は 2

'"'"'3年ものの根を乾燥して粉砕した後，ヤマノイ

モ，アカマツの葉，ギンナンの粉などと混ぜた強

表 2 ツルニンジン根粉末の一般成分(乾物中)

栽培地
根の令 粗蛋白 粗脂肪 NFE 粗繊維 粗灰分 NDF ADF αートコフエロール

年生 % % % % % % % mg/乾物100g

長野県南箕輪村 6.4 

韓国 江原道寧越 3 16.8 

市栽指した系統は韓国江原道寧越産

l.7 

2.8 

8l.1 8.0 

49.5 23.7 
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写真 4 生薬粉と混合して作られた丸薬(韓国江原道寧越)

壮剤である(写真 4)。また江原道横城(フェン

ソン)郡ツンネー村や慶州南道蔚山(ウルサン)

市ではエキスが製造されていた。その混合割合は

一例を示すとツルニンジン50%，ナツメ20%，ク

ズ20%，ジュウヤク10%である。この他に韓牛，

黒山羊，アヒルなどの家畜に飼料として与えてい

た(写真 5)。肉が柔らかくなり，臭みが消える

という効果があり，薬草による飼養により付加価

値が高まるからである。さらにツルニンジンを与

えて育てた黒山羊の骨肉に生薬(ウコギ科のハリ

ギリの枝，キキョウの根，アカマツの葉， トチュ

ウの葉)と他に10種の漢方を加えて加熱圧力をか

け，ヤギエキスを製造していた口日本と大きく違

うように見えるがウコギ科とキキョウ科をよく利

用する点では共通していた。

C 3 ) 食用・薬用としての価値の認識

北原 順氏によると滋養強壮効果があるとのこ

とであった。さらに， rたばこをよく吸うのだが，

これを飲むと胸がすっきりする」と指摘された口

この種はキキョウの根と同様にサポニンを含む

が20)，北原さんは体験的にその去たん作用を知っ

たと考えられる。また同じ長谷村の杉島地区の小

松照子さんも野生のツルニンジンの根の焼酎漬け

を作っていたが，薬用の効果としてはツリガネニ

ンジンは洗眼に用いた程度であるが，それに対し

てツルニンジンは神経痛，冷え症，貧血，不眠症

などに効果があるとされたとのことであった9)。

写真5 飼料としての利用(韓国江原道横城，韓牛に 2kgj日与え

て育成している)

滋養強壮用として焼酎漬けにしたものは地元の小

さな市場でも見られ， 1998年夏に伊那市では根の

太いもの(直径 8cm位)の焼酎漬けが10万円と

いう高値で販売されたことがあった。

このように，中部山間地域における主な利用部

位は根であり，利用目的はかつては第ーには食用

(野菜)としてであったが，現在では薬用(飲

用)としての利用が主であった。その薬用として

の効果について文献を見ると，中国では根部を催

乳，排膿，解毒，乳腺炎，肺膿療，できもの，た

だれに薬用として利用するとのことである21)。ま

たアイヌでは根部を煮込みに入れたり焼いて食用

とする{也， f握手しのまじないに使;用したとある

crアイヌと植物J1) rアイヌ植物誌J5))。韓民

族は消腫，解毒，排膿，去たん，催乳，肺癌，乳

腺炎，腸癌，腫毒，肩桃炎，益気，強筋肉などで

あり不明な点が多という(江原道での聞き取りと，

東京薬科大元客員教授李相来氏の資料より)。

寧越の栽培者によると，これを漬けた酒の特徴は，

果実酒と異なり頭が痛くならず，血液の循環が良

くなり，身体に良いような気がするとのことであ

る。このように，効果についての認識には共通す

る部分も認められたが，全体としては多様であっ

た。
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( 4 )栽培

わが国では栽培地は著者の調査した長野県内で
はせ いもい しもみのち

は3ヶ所(上伊那郡長谷村，長野市芋井，下水内
さかえ

郡栄村)であった。いず、れも自家消費用で近辺

の山から採集した野生の個体もしくは種子由来の

ものであり，選抜などの育種的な操作は加わって

いなし」山間部の畑などの一角や庭に栽培する極

めて簡単で、小規模なものである。全国的にみても

稀な例と考えられる D それに対して韓国では全国

的に栽培が盛んであり，民族による違いが大きか

った。なお中国での栽培もあって韓国に輸出され

たことがあるが(韓国江原道寧越トドク生産組合

における聞き取り)，低品質であったためにその

後の取り引きは激減したとのことである。

韓国で栽培が本格的になったのは戦後である。

1995年韓国農林部統計によると，栽培面積は827

ha，収穫面積511haであり，全羅北道と江原道

がその半分を占め， 1997年の時点、で、は実際にどこ

でも流通しており，食べることができた。水原の

作物試験場の特用作物科長 Seung-Tack，Lee氏

によると江原道での栽培が最も多く，韓国国内で

1997年現在で約1，000haの栽培面積があり，拡大

しつつあるとのことである。

江原道寧越トドク農事組合法人は国内生産では

1'"'"'2位の有機栽培集団である。圃場と加工場兼

直売場はアカマツなどの針葉樹が茂る低山の聞の

畑地帯にあり，圃場は0.5ha位のものが点在して

いる D 周囲に人家はほとんどない高齢化の進んだ

村である。

ア) 植物に対する認識:山の湿った日陰に自

生するツルニンジンは乱獲されて少なくなってし

まったが，その地域には4種類あるとのことであ

る。それらの特徴は(1)普通の根のもの， (2)根が細

長く 60cm位にもなるもの， (3)根が丸い玉になる

もの， (4)ムラサキ色のものである。同種でも茎が

ムラサキ色の濃い個体と緑の濃い個体があった。

これらはツルニンジンを栽培している組合の農民

(50歳代，男性)の談である。おそらくツルニン

ジン，パアソブ， トウジンも自生しているのでは

ないかと推察される。現物を鑑定できなかったが，

別種の場合は簡単に区別できるはずなので，種内

の変異を指摘している可能性が高い。根の形態的

変異は製品に加工(皮むきなど)する上で重要で

あるため，注目せざるをf尋ないようである。

この植物の生態的特徴についての認識は， ["化

学肥料に合わない自然の植物」であり，また石灰

質で有機物に豊んだ土を好むそうである。

野生株の採集による利用から栽培に至る動機

健康に良心美味しく，人気のある山菜・生薬

としてもともと需要はあったが，野生のものが少

なかった。もちろん栽培品種はないので，自然に

各地で野生のものがそれぞれ独自に増殖されるよ

うになってきた。ここでは営農組合長自身が栽培

を最初にはじめた。高齢化と過疎の中山間地帯で

あるため，村の活性化のために始めたとのことで

ある。韓国では現在イネの生産だけでは農業で生

活することは困難だが，ツルニンジン栽培におけ

る純収益は面積当たりで比較するとイネの約 5倍

と大きかった。

イ) 圃場管理と播種:農民の独自の工夫によ

りかなり詳細な栽培技術が発達している。山に直

播きして生育させ，品質の良いものを作ることも

可能で，試験的に行っている。自生地は谷間の暗

い湿った場所だか，腐葉土があれば遮光や多湿条

件にする必要はない。畑で栽培する場合は堆肥を

投入した後に耕起し，畝幅100cm・高さ10cmの

かまぼこ型の畝を作る。畝間は人が通る通路であ

る口つるが上に伸びるようにキュウリ栽培などで

用いる100cmほどの網を張る。網の位置は畝の

両端である o 2つの網を垂直に立てる方が，畝の

上で交差するように組むより多収になる。前者の

場合の根の収量は1'"'"'2kg/m2，後者でト0.6kg/m2
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a. 韓国，全羅北道鎮安 b. 日本，長野県長野市芋井

写真 6 日本と韓国の中山間地帯におけるツルニンジンの栽培

である。全羅北道の鎮安における栽培方法も仕立

て方はほとんど同じであった(写真 6)。

チョウセンニンジンほどひどくはないが連作障

害があり，連作すると病気が出て生育も悪くなる。

1"'"'2年間隔をおいただけの連作では生育不良と

なる。

播種は畝の上に50cm間隔位に畝の方向と直角

に種子をすじ播きし，覆土する。

ウ) 肥培管理:栽培で最も難しいのは肥培管

理である。その鍵は有機肥料の内容と量にあると

の事である。化学肥料を施用すると苗の時に枯死

してしまう。山の自生地には堆肥が多いことと，

軒下に生えていた場所の土が腐葉土であったこと

にヒントを得て有機物を増やしていったとのこと

である。ノコギリクズをはじめ試行錯誤をしてき

たが，現在ではノコギリクズにコメ糠とモミガラ

を混合し， 600Cで発酵させたものを使用している。

ビニールをかけて前年に作った自家製堆肥を元肥

として用いている。施用量は約O.6t/aであり，

ロータリーカルチベーターで撹持する。

エ) 一般管理:1年目には病気は出ない。 2

年目にアブラムシがついたり，赤い斑点が出る病

気が出ることがある。無農薬・有機栽培が売り物

の健康食品なので，農薬は採種する場合以外には

まかない。自生地は谷すじの湿った場所であるが，

腐葉土があれば十分でトある。

オ) 収穫 1年目の秋には小指程度の太さの

根になるので 2年目以降収穫する。焼酒用には

4年目に収穫する。

カ) 増殖:移植もできるが，種を集めて播種

する。種子は小さく，順次落ちてしまうので，多

量にとるのには工夫がいる。営農組合では，秋に

完全に枯れ上がる前につるごと刈り取り集めてビ

ニールシートの上にすのこをひき，その上に積み

上げる。その上からシートをかけておき，後熟さ

せて種を落とさせ，集めて簡にかけて爽雑物を除

去していた。圃場のなかに点々と高さ 2mX幅

3 mX奥行き x2m位のつるの積まれたシート

が多数あった。

( 5 )育種

根の形に変異があり，真っ直ぐのもの，枝わか

れしたもの，細いものが同一の系統内にあるとの

認識がされている。しかしながら，現在特に選抜

してはおらず，真っ直ぐのきれいな形のものは皮

を剥いて生食用に，枝分かれしたものは酒用に，

細いのは丸薬用にと用途別に選別して利用してい

るが遺伝的な変異であるかどうかは不明である。

韓国全体をみた場合に農民自身による選抜・改良

がどの程度なされているか詳細は不明で、あるが，

忠清南道穂山郡サフキョでは在来系統から選抜さ

れた優良品種があるとのことである。なお，江原

道寧越産の系統と長野県長谷村の系統を後日同一
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いる。実験を実施したのと同様の黒ボク土壌の成で比較したところ，種子環境(長野県南箕輪村)

分の標準値14)を示したが，堆肥を施用することに開花時期が l週間ほど早は韓国産がやや大きく，

よって塩基バランスが改良され，標準的な土壌のかった口同種であっても系統間差異は大きいと推

化学性になると考えられた。実験に用いた 2種類察された。

の堆肥の主な化学成分は表4に示した。パーク堆経済性，生産と組織( 6 ) 

有機質肥料の化学|生

腐葉土

6.8 

0.5 

44.6 

23.8 

0.9 

25.9 

0.2 

1.8 

58.9 

25.1 

239.1 

18.7 

パーク准肥

7.1 

2.2 

36.7 

23.8 

2.2 

10.9 

11.6 

5.8 

787.8 

56:6 

302.3 

29.2 

表 4

pH (H20抽出)

EC(ms) 

CEC(me) 

全炭素(%)

全窒素(%)

C/N比

無機態 N(N03)*

無機態 N(NH，)'

可給態 P20s

置換性 K事

置換性 Ca*

置換性 Mg*

乾土100g当り mg

韓国では現在イネの生産だけでは農業で生活す

目I頁
ツルニンジン栽培の収益は面ることは困難だが，

寧越積当たりで比較するとイネの約 5倍である。

営農組合の栽培農家の例では，過疎の村のある農

民1人で、毎年6.6haの面積から収穫し，純益30，

OOO，OOOwon (調査時の日本円にして4，000，000円，

中山間地でも高収益6万円!10a)を上げており，

を得ることのできる有用野草といえる。

耕地における有機物がツルニンジンの生3.2 
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生育環境(土壌および有機質肥料の理化

学性と気象)

( 1 ) 

実験圃場の土壌は黒ボク土であり，物理性を示

す三相分布は固相，液相，気相が各々26%，34%， 

40%，真比重が2.3であった。土壌の化学成分の

分析結果を表 3に示した。化学肥料を使用してい

5000 EC (電気伝導度)が低い傾向ない圃場なので，

これは水溶性塩類が少ないことを示してである。

10月9 8 7 6 5 
0 

4 

実験圃場の土壌の化学性表 3

pH (H20抽出)

EC(ms) 

CEC(me) 

全炭素(%)

全窒素(%)

C/N比日

無機態 N(N03)*日

無機態 N(NH.)付帯

可給態 P20S*柳川

置換性K

置換性 Ca

置換性 Mg

長野県の黒ボク土 (CEC30me以下の場合)川

CN.Corderヤナコ MT700

塩化カリウム抽出，プレムナー蒸留法，酸化マグネシウム

による NH.蒸留

デパルダ合金による N03蒸留

トルオーグ法

25 

20 

15 

10 

(。

U
)
蝿
服
宮
川
町
田

目

6.3 

0.06 

22.5 

9.3 

0.5 

17.3 

2.4 

0.7 

17.7 

41.6 

398.4 

50.0 

5.0~6.5 

0.2---0.6 

25~30 

15 

10---30 

60~70 

250~500 

100~175 

標準値*実験圃場項

10月9 

1998年の気象条件(信州大学構内)

は在圃期間と示す

8 7 6 5 

図 1
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もない増加し， 1.5t/aで最も高かった。堆肥間肥は腐葉土と比べて窒素成分が多く，全炭素/全

に差があり，パーク堆肥のほうが出現しやすかっ窒素 (C/N比)が小さいこと以外には際立った

(図 4)。た差は無かった。

このように，有機物資材の種類で生長が全く異生育期間の気象的環境の概況を知るため，全天

なった理由を知るために，有機物資材を投入した日射量と日平均気温の推移を図 1に示した。圃場

の成分と根部収後の土壌(地表から30cmまで)で生育した期間は図中にバーでト示す。栄養生長の

(表 5)。全窒素と弱い量との相関関係を調べた期間である 6月------8月の日平均気温は20------240Cの

相関があったことと C/N比と強い単相関が認め日射量が多く冷涼な条件であることが間であり，

わかる。韓国の江原道の山間地と類似しており，

15 
(
匂
剛
容
絵
模
)
酬
器
車

10 

ツルニンジンの生育には適した条件と考えられた。

堆肥の施用量が生育に及ぼす影響( 2 ) 

このような土壌と気象的環境の下で1998年には

大型の台風と 2度遭遇したが，障害や虫害や病害

もなく，生育は順調であった。栄養生長量を端的

に表わす地上部の全節数を図 2に示した。同じ有

5 機物資材であっても堆肥の種類によって全く正反

パーク堆肥は投入対の結果となった。すなわち，

量が増すほど節数が増加し，腐葉土は逆となった。
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主な利用部分である根の生重量も同様の結果とな
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図3 個体の根収量に及ぼす有機物施用量の影響

(図中の記号は図 2と同様)

(図的。一次加工の皮むきの際に問題にな
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中部山地に分布する野生植物トドの伝統的利用と生理活性に関する研究

したがって食品や生薬とし培されるほどである。土壌中の化学成分と根部収量の関係表 5

そこての品質は生長量とは無関係と推察される D

相関係数う子成

で次にこの点について検討した。
Pく0.1000.58 

0.47 

0.23 

0.05 

0.04 

0.90 

全窒素

可給態リン酸

置換性カリウム

置換性マグネシウム

置換性カルシウム

C/N比

根に含まれる多糖類、の組成はC.pilosulaやc.

taη:gshenに類似し25)，成分の似たc.戸losulaで
P<O.OOl 

主
4
日

は胃潰療を押さえる効果27)も報告されている。

ツルニンジンはアイヌの伝統的な有用野草のfこ，られたのみで，他の養分とは有意な相関が無かっ

そのビタミン成分を分析し一つでもあるが1，旬、た。根部重量と C/N比の関係を詳細にみるため

α・トコフエローノレカ~2.38mg/l00g た結果では，にプロットすると， C/N比が低まるほど根重が

もあり，利用されている野草の大半がO.5mg以低下する明瞭な非線形的な現象であることがわか

下であるのに比べて多量に含まれることが報告さこのことから，堆肥の種類が異な(図的。った

れている 2)。姉帯らった場合の生長の違いは耕地の全炭素と全窒素の

た山菜や野生果実は α-トコフエロール含量の高バランスで統一的に説明できることがわかった。

そのなかでも最も多いものの一いものが多いが，すなわち，腐葉土で生長量が低下したのは窒素飢

っと指摘している。自生地の餓現象によるものであると考えられた。

そこで栽培後に重量を計測し終えた個体の中か土壌環境は腐葉土の多い湿った場所であるため，

らさまざまなサイズのものを選んで α-トコフェ腐葉土を多量に投入することが適した栽培環境で

ロール含量を測定した。根重と α-トコフエローあると予測していたが，実際は C/N比の低い窒

ル含量の聞には高い負の相関があることがわかっ素分の多い環境でも病害にも侵されず健全に生育

(図 6)。根の新鮮重カ{10g以下の小さな個体たできることがわかった。

そのまま食せる食の場合には 3mg以上を示し，しかしながら，韓国の栽培者の多くは野生のツ

品としては非常に高い含有量であった。乾燥した品質がすぐれてルニンジンのほうが風味が良く，

場合には乾燥品100gあたり 9から10mg含まれわざわざ山中に播種して栽いると指摘しており，

y = -14.9・x+56.0 

r = -0.98 (P <0.001) 
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る計算になる。根の生重が10g程度の生長量は腐

葉土を1t/a以上与えた区で見られ(図 3)，生長

量のような外見と成分は全く逆の傾向であった。

耕地の C/N比と根収量の関係，根収量と αート

コフエロール含量の関係がそれぞ、れ明確になった

ので，両者の関係を基に個体の α-トコフェロー

ル収量を計算し， C/N比とそれの関係を示すモ

デルを描いた(図 7)。成分収量は根の重量の影

響が大きく，図 5と同様の傾向となった。この実

験ではきゅうり栽培用のネットを用いた仕立てで

あり，個体相互の干渉はほとんど無視できる。密

度が高まった場合についてどのような関係になる

のかは，実際の生産の効率を知るために今後検討

すべきと考えられた。

3.3 生理活性作用の intJitro検定

ヒト白血病細胞株 HL60細胞はさまざまな物

質により増殖停止，分化誘導，アポトーシスなど

0.47 

法E¥ 匂 0.42 

) 

E ム 0.37 

ロ
~ 0.32 
r、
円

..l-

0.27 
己

0.2211 4 
16 18 

土壌中のC/N比

図 7 土壌中炭素と窒素のノfランスが αートコフエロール収量に及

ぽす影響(モテ*ル計算)

の現象が起り，食物中の生理活性を持つ未知物質

の評価にも使用されている D 表6中の NBT-

positive細胞の割合(%)が抗癌活性の強さを示

すと考えられる D それによると，ツルニンジンは

いずれの抽出液においても際立った活性は検出さ

れなかった。それに対して，ゼンマイは高い活性

を示していた。

好中球は循環頼粒球の90%を占め，貧食能と活

性酸素を放出して異物を攻撃する免疫機能を持っ

ている。このうちの活性酸素放出を司る酵素

NADP-オキシターゼが刺激によって細胞質から

膜上に転移するために膜表面で活性酸素が産成す

ると言われている。そこでこの好中球活性化物質

のスクリーニングを行った。活性酸素を放出して

いる細胞の割合は低く，これは両種ともに活性が

認められなかった。

次にメラニン合成抑制活性について調べたD 皮

膚のメラノサイトが紫外線を感受して，紫外線防

御のために合成される物質であるが，これもさま

ざまな物質により調節されることが知られている。

合成が活性化した場合は，その細胞の増殖停止や

形態変化が起るため，細胞の分化・誘導のーっと

考えることができる。したがって，メラニン合成

の調節作用を調べることは食品の美白効果といっ

た面だけでなく，抗癌作用という点からも注目さ

れる。そこでこのスクリーニングを実施したが，

これについてもこの実験では明らかな活性が認め

られなかった。

Wangら払27)はツルニンジンの近縁種である生

薬「党参J( Codonopsis ρilosula (Franch.) 

表 6 植物体抽出液の生理活性の検定結果

種

ツルニンジン

ゼンマイ

(比較)

HL60分化誘導活性 (NBTformazen沈着細胞%) 好中球 メラニン

生理食塩 沸騰生理食塩 エタノールメタノール 活性化 合成抑制活性

34 13 29 31 

表中の一記号は10%以下を示す，
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Nannf.)の根から抽出した多糖類の胃潰療に対

する効果や免疫調節作用を研究しているo 両種の

多糖類の構成が類似しているため2ヘこれらの生

薬の生体内での作用は類似している可能性がある

ので参考になると考えられる。彼等の実験では今

回と同様に B16メラノーマ細胞に対する影響は

見い出せず，潰場細胞に直接作用するのでなく免

疫系を調節する臓器に作用することを示唆してい

る2九複雑な経路が考えられるが，こうした観点

からの研究も今後必要と考えられる。また，伝統

的利用に関する調査では肺が楽になることが指摘

された。したがって，今後は肺に関する抗癌作用

の仇 vitroスクリーニング，たとえば Lu-134・A，-

Bのような細胞株を用いた実験を試みる必要もあ

ろう。

抗癌作用に関して，今回のスクリーニング実験

の範囲では細胞の分化・誘導という点でトは有意な

効果はみられなかったが，栽培実験の結果から

α-トコフエロール含有量が他の食品と比べて非

常に高いという特徴が浮かび、上がった。たとえば，

平均的な重量である新鮮重10gの根の含有量は約

3mg/l00gであった(図 6)。これは乾物100g当

たりに換算すると10mg/乾物100gになる。 α-ト

コフエロール含量が高いことで知られているコメ

ヌカは通常では新鮮物中に約6-----7mg/l00g含ま

れる。乾物率が88.0%とすると，乾物中では7-----8

mg/乾物10ug含まれることになる。このことか

らツルニンジンが無農薬・無化学肥料で栽培可能

であるだけでなく，食品の内でも最も高い α一ト

コフエロール含量を持った摂取しやすいものの一

つであると考えられた。!日aengら13)はツルニン

ジンの根からのエーテル抽出物が朝鮮人参より強

い抗酸化性を持つことを報告しているが，これは

高い α-トコフエロール含量によるものであると

推察される。これらのことを考えると，ツルニン

ジンは抗癌作用という点から現時点での知見をま

とめると，イニシエーション段階において効果が

高い有用資源植物であると言えよう。今後は多量

に含まれる多糖類の生理、活性についての研究も望

まれる。

4. おわりに

わが国の中部山間地帯に分布するトド(ツルニ

ンジンの地方名)の伝統的利用の知識と技術を中

部山岳地帯の村落や朝鮮半島の山岳地帯において

フィールド調査し，中国から朝鮮半島，アイヌを

含む日本にわたる広範囲なものであることがわか

った。生薬や山菜として古い伝統を持っているも

のと思われ，特に韓民族による栽培化と利用に対

する活力が高いことがわかった。これは薬食同源

の考え方が背景にある・ものと思われる。

野生植物の栽培は一般に難しい場合が多く，健

康食品として見た場合には成分に及ぼす環境条件

の影響を知ることは重要である。そこで有機物の

施用量が生育と成分に及ぼす影響を調べた。窒素

の量が多くなっても病虫害は発生せず，無農薬・

無化学肥料で栽培できた。さらに，土壌中の全炭

素と全窒素の比 (C/N比)は根部収量そして抗

酸化性を持つ α-トコフエロール含量に大きな影

響を及ぽすことがわかり，植物栄養生態に関する

簡単なモデルを示すことができた。

今回調査した生理活性(仇 iJitroによる白血病

分化誘導活性，好中球活性化作用，メラニン合成

抑制作用)には明確な効果が認められなかったが，

α-トコフエロール含量が新鮮物中に 3mg/l00g

と一般的な野菜と比較して極めて高いことがわか

った。このことが抗癌作用に関係すると推察され

た。

有名なハーブやスパイス以外にも，なじみの薄

いこうした山菜や生薬となる有用野生植物にも健

康食品としての高い潜在力を持つものが多いと考

えている。国内にあっては急速な高齢化により野
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生植物の利用に関する知識の消滅8へそして世

界的な民族の植物知識の流亡が危倶されている

(キュー植物園による指摘)。今後盲点、となって

いる近隣の民族にも目を向け，伝統的な利用に関

する知識の発掘や再評価を継続していきたいと考

えている。
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